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1．医療費適正化対策事業（案）



1．医療費適正化対策事業（案）

1

事業所訪問等によるジェネリック医薬品使用促進等勧奨業務（継続事業）案１

事業所ごとの健康づくり等に関する指標を情報提供し、

現状把握をしていただいたうえで、ジェネリック医薬品

使用促進、健診受診率向上等を図るための文書・電話・

勧奨を実施する。

実施予定件数：電話勧奨 3,０00件
電話＆訪問勧奨 ５00件

予算規模：880万円程度



1．医療費適正化対策事業（案）

2

メンタルヘルス対策セミナー（継続事業）

加入者・事業主の関心度が高いメンタルヘルス対策に関するセミナーを開催する。

（福岡労働局・福岡県・福岡市・北九州市・飯塚市との共催）

開催予定回数：県内４回

予算規模：46万円程度

案２

＜参考＞



1．医療費適正化対策事業（案）

案3

9

健康保険委員専用ホームページを活用した健康保険委員活動の強化（継続）

健康保険委員への情報提供の充実化と利便性の向上を図るため、専

用ホームページを開設する。

【各種情報提供】

＜紙媒体＞ ⇒ 電子媒体を併せて提供

① 専用広報誌「KENPO’S通信」（5回程度／年）

⇒情報提供の迅速化等

② 協会けんぽのしおり（冊子）（1回／年）

⇒年度途中での制度改正など柔軟に対応等

＜研修会（集合研修）＞ ⇒ 研修会動画を併せて掲載（予定）

③ 健康保険サポーターゼミナール

⇒感染症対策となり、受講の利便性も向上

※メンタルヘルス対策セミナー（労働局主催）については、
今年度はオンラインでの開催も予定しているが、本ページ
での動画掲載は予定していない。

対象者 ：健康保険委員約8,500人

予算規模：90万円程度

① 集合研修, 

70%

② オンライン

研修, 22%

③ どちらでも

OK, 3%

④ 無回答, 5%

【研修会の実施方法】（アンケート）

① 集合研修 ② オンライン研修

③ どちらでもOK ④ 無回答

① 冊子（現行通

り）, 48%

② バインダー形

式, 14%

③ PDFデータ, 

12%

④ ①・③の両方, 

15%

⑤ ②・③の両方, 

10%

⑥ その他, 1%

【協会けんぽのしおりの提供方法】（アンケート）

① 冊子（現行通り） ② バインダー形式

③ PDFデータ ④ ①・③の両方

⑤ ②・③の両方 ⑥ その他



2．広報・意見発信事業（案）



2．広報・意見発信事業（案）

案１ 医療費適正化のための啓発事業「かべ新聞コンクール」（継続事業）

4

将来の健康保険制度を担う次世代層の小学5年生及び

中学2年生（福岡県内全域）を対象に、健康や医療費

をテーマとした「かべ新聞コンクール」を実施する。

■小学５年生は「健康づくり」を主テーマとし、学校
や家族ぐるみで健康について考えるきっかけ作りと
する。

■中学２年生は、「医療保険制度」や「医療費」を主
テーマとし、制度の持続性確保のために必要な取り
組み（医療費適正化等）について考えるきっかけ作
りとする。

■教育委員会の後援等をもとに、県内の小・中学校に
広く広報し、応募件数の増加等を図ることで、本事
業の実効性の向上につなげる。

募集対象者：約90,000人
小学5年生：約46,000人
中学2年生：約44,000人

予算規模：1,370万円程度


